
   

団 体 名 環境ボランティア わかば会 

団体の所在地 神戸市 代表者名 大橋 修 

    

１．事業名 森林環境整備を市民と共に行う事業 

2.実施期間 平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日 

3.主な実施場所 国営あいな里山公園 

4.活動形態 ・普及啓発活動  ・実践活動 

 

5.活動内容･結果 
（参加者、階層・人

数等） 

 

 

平成２２年４月２５日あいな公園内、わかば会活動地の環境調査（会員８名） 

       ５月９日あいな公園内、活動地入り口整備に着手（会員１１名） 

       ６月５・６日あいなまつり用、さつまいも苗植え（会員１２名） 

       ７月１１日あいな公園内、活動地の竹林整備（会員６名） 

       ８月２２日あいなまつり用、さつまいも雑草抜き、水やり（会員６名） 

       ８月２９日あいな公園内、参画団体共同作業（総勢３５名 会員１２名） 

       ９月１２日あいな公園内、活動地の進入路づくり（会員５名） 

       ９月２６日 同上      進入通路階段完成（会員６名） 

       １０月１０日あいな公園内、活動地竹林整備（会員５名） 

       １０月２４日 同上                （会員９名） 

       １０月３１日あいな公園内、樹林共同グループ作業（総勢２８名、会員３名） 

       １１月１４日あいなまつり用、さつまいも掘り（会員１２名） 

       １１月２１日あいなまつり、焼きいも販売、竹細工無料体験コーナー行う、一般市民約３５０名参加 

             （会員１２名） 

       １２月１２日震災１．１７竹灯明台イベント用の竹準備（会員７名） 

平成２３年１月９日   同上のイベント開催、参加者総勢７４名（一般１６名、中学生２６名、参画団体、会員１６名） 

 

6.成果・反響・ 

反省点等 

 

・里山公園整備活動にて、自然界での動植物の育成の実態を知ることにより、市民と共に環境の整備の必要性を 

 理解する 

・市民と共に実体験を通じ、生活環境に森林整備が如何に重大かを考えて頂く 

・市民の中から「わかば会」に入会頂き、定例活動にご参加頂く方が出てきた事 

・あいな里山公園にての経験を生かした会員で別の団体で六甲山環境整備等にてリーダーとして活躍しています 

 

反省点 

・わかば会 会員の老齢化により会員減につながり、解決方法として 

１． こころ豊かな人づくり５００人委員会にわかば会を PR して新規会員増をもくろむ 

２． 市民の方々に広く PR 活動（イベントのチラシ、会報誌等にて）する事で、わかば会活動を理解して頂き、 

大いに環境整備に興味を持って頂く事が、会員増を狙えると思う 

３． あいな公園が神戸市北区に所在しているので、此のところ特に震災１．１７イベントを北区の中学校に PR し、 

継続してご参加頂いています 

7.成果物 竹林整備の一環で竹林地域の進入口の整備として、足場を考えて、階段を作成した 

 

8.活動写真 

  説明 

  

  

 
震災１．１７竹灯明台づくり 子ども会に竹細工の指導 

 

7.成果物で報告した階段 


